
エペソ教会の成長-聖霊の方法 

使徒の働き19章8-22節 
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Ⅰ概観 
序）①「使徒の働き」は「聖霊の働き」 ②聖
霊によるエペソ教会の誕生 ③「聖霊の働
き」は「聖霊の方法」による 

１、弟子訓練とアジヤ地方の宣教 19:8-10  

２、不思議と奇跡              11-20 

３、聖霊の導き                21-22           

４、パウロの伝道・訓練の方法     20:17-38 

適用）聖霊の方法は聖霊の人を通して－
互いに聖霊の人となるように祈りましょう 

Ⅱ弟子訓練とアジヤ地方の宣教 

１、エルサレム教会とエペソ教会の比較 

２、み言の宣教 

①アポロ 

②パウロ 

③聖書と聖霊 

３、弟子訓練とアジヤ地方の伝道 

聖書＋聖霊の満たし＋弟子訓練⇒派遣 

Ⅲ不思議と奇跡 

１、病気のいやし 

２、悪霊からの解放 

３、罪の告白＋魔術からの解放 

⇒聖霊が働きやすい雰囲気へ 

⇒①罪・弱さ・問題の告白②偶像礼拝・魔
術（世俗的価値観・サタンの影響）からの
解放が霊的な雰囲気への転換点 

Ｑ：あなたの小グループの雰囲気は？ 

                                                                                 

Ⅳ聖霊の導き 

１、聖霊の導きでエペソに到着し 

２、聖霊の導きでエペソに滞在し 

３、聖霊の導きでエペソを去るパウロ 

⇒聖霊に満たしと聖霊の導き（方法） 

⇒聖霊の人とは聖霊の方法に従順な人 

⇒①求める②満たされる③聖霊の導きと
方法に従順になる 

⇒賜物・従順・実 

Ⅴパウロの伝道・牧会方法 

１、基本姿勢 (謙遜+献身=大胆）20：18-21                      

２、ご聖霊と神様への信頼                 22-27 

３、リーダーシップ・スタイル             28 

４、異端・分派への警告と祈り     29-32                 

５、動機と信頼関係の確認                33-35 

⇒聖霊の人・パウロの方法＝主の方法 

⇒神様の最大の方法はイエス様、そして 

  神の人（イエス様のDNAの継承者） 


